
 

  

令和 6年度「収蔵文書の紹介」展 

会期：令和7 年1 月21 日（火）～3 月8 日（土） 尾道町惣図（抜粋） 

日
記
に
み
る 

近
世
尾
道
町
の
す
が
た 

 

～
資
料
集
『
当
用
録
・
手
控
』
の
発
行
に
よ
せ
て
～

 

場所：広島県立文書館展示室 

入場無料 
 



  
 

 

令
和
六
年
度
の
広
島
県
立
文
書
館
資
料
集
13
と
し
て
、
『
当
用
録
・
手
控
』
を

三
月
末
に
発
行
し
ま
す
。 

 

『
当
用
録
・
手
控
』
は
、
備
後
国
御
調
郡
尾
道
町
で
金
融
商
を
営
み
、
江
戸
時

代
に
尾
道
町
の
町
年
寄
を
務
め
た
橋
本
家
（
屋
号
「
角
灰
屋
」
）
の
当
主
橋
本
吉
兵

衛
（
静
娯
）
が
記
し
た
江
戸
後
期
の
日
記
で
す
。
書
か
れ
た
期
間
は
短
い
も
の
の
、

江
戸
時
代
の
尾
道
商
人
の
日
記
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
貴

重
な
記
録
で
す
。 

 

静
娯
は
、
町
年
寄
を
務
め
る
一
方
、
問
屋
座
・
諸
品
御
役
所
と
い
っ
た
金
融
機

関
の
頭
取
も
務
め
、
尾
道
町
奉
行
や
尾
道
の
有
力
町
人
、
ま
た
尾
道
を
往
来
す
る

様
々
な
文
化
人
・
教
育
者
等
と
の
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
展
示
で
は
、
新
た
に
発
行
す
る
資
料
集
『
当
用
録
・
手
控
』
か
ら
見
え
る

近
世
尾
道
町
の
様
々
な
姿
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一 

日
記
の
筆
者 

橋
本
吉
兵
衛(

静
娯)

と 

豪
商
橋
本
家 

  

「
当
用
録
」・「
手
控
」
の
筆
者
で
あ
る
橋

本
吉
兵
衛(

静
娯)

は
、
灰
屋
橋
本
家
一
族
の

本
家
「
角
灰
屋
」
の
当
主
で
、
父
は
橋
本
吉

兵
衛(

竹
下)

（
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
～
文

久
二
（
一
八
六
二
））
で
、『
竹
下
詩
鈔
』
や

『
爽
籟
軒
詩
鈔
』
に
象
徴
さ
れ
る
文
人
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

『
芸
備
先
哲
伝
』
に
よ
る
と
、
静
娯
は
「
資

性
温
雅
謹
謙
父
母
に
孝
に
、
親
族
に
厚
く
」

と
あ
り
、
文
芸
に
精
通
し
、
町
年
寄
と
し
て

も
「
頗
る
徳
望
あ
り
」、「
勤
倹
を
守
り
よ
く

家
名
を
揚
げ
、
一
郷
の
儀
表
（
模
範
）
と
仰

が
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。 

静
娯
は
、
竹
下
の
あ
と
を
受
け
て
角
灰
屋

の
当
主
と
な
り
、
若
干
二
〇
歳
で
町
年
寄
と

な
り
ま
し
た
。
静
娯
が
相
続
し
た
頃
は
、
広

島
藩
の
藩
札
相
場
が
暴
落
し
、
尾
道
の
金
融

業
界
は
混
乱
し
、
銀
談
争
論
（
借
銀
返
済
を

め
ぐ
る
争
論
）
が
頻
発
し
ま
し
た
。
橋
本
家

の
一
族
も
こ
の
時
期
困
窮
し
て
い
ま
し
た

が
、
静
娯
の
尽
力
も
あ
り
、
一
族
は
再
興
し

ま
す
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
尾
道

で
第
六
十
六
国
立
銀
行
（
現
在
の
広
島
銀
行

の
前
身
）
が
設
立
さ
れ
る
と
、
静
娯
は
初
代

頭
取
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

日
記
に
み
る 

近
世
尾
道
町
の
す
が
た 

～
資
料
集
『
当
用
録
・
手
控
』
の
発
行
に
よ
せ
て
～ 

 

橋本吉兵衛（静娯）の日記 「当用録」・「手控」 

橋本家文書（198806-950・10207・10208） 

「当用録」は弘化 5 年（1848）正月から 7 月までの日記であ

り、静娯が 22 歳の頃に記したもの。 

「手控」は 2 分冊になっており、嘉永 2 年（1849）正月から 12

月まで（末尾に嘉永 5 年（1852）閏 2 月を含む）と、嘉永 5年 9

月から 12 月までの 2 冊であり、静娯が 23 歳と 26 歳の頃に記し

たもの。 

いずれも静娯が町年寄を務めた期間中に記した日記で、町年

寄としての日常的な職務に関連した事柄のほか、尾道商人や来

訪者との文化的交流も随所に記されており、19 世紀における尾

道町の生の日常の姿を伺い知ることができる。 

角灰屋本宅跡 （尾道市十四日元町） 灰屋各家の屋敷配置図 

か
ど
は
い
や 

み
つ
ぎ
ぐ
ん 

し
ょ
し
な 

せ
い
ご 

ち
っ
か 

そ
う
ら
い
け
ん 

ち
っ
か
し
し
ょ
う 

す
こ
ぶ 

ぎ
ん
だ
ん 



  
 

二 
正
月
行
事
と
広
島
登
城 

  

「
当
用
録
」
の
冒
頭
に
は
、
正
月
行
事

に
つ
い
て
の
記
述
が
並
ん
で
い
ま
す
。

弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
の
元
日
、
静
娯

は
角
灰
屋
の
本
宅
を
出
て
薬
師
堂
浜

（
東
浜
）
へ
向
か
い
、
成
福
寺
内
に
あ
っ

た
薬
師
堂
と
稲
荷
社
を
参
詣
し
た
あ

と
、
艮
社
へ
行
っ
て
拝
礼
し
、
そ
の
後
、

尾
道
町
奉
行
所
へ
年
頭
挨
拶
の
た
め
出

勤
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
年
静
娯
は
、
尾
道
町
年
寄

と
し
て
藩
主
御
目
見
の
た
め
広
島
へ
登

城
し
て
お
り
、「
当
用
録
」
に
は
、
そ
の

時
の
行
程
や
登
城
時
の
様
子
も
詳
細
に

記
し
て
い
ま
す
。
広
島
滞
在
中
に
は
、
こ

の
年
新
た
に
尾
道
町
奉
行
を
務
め
る
こ

と
に
な
っ
た
佐
々
木
久
左
衛
門
邸
で
の

「
帖
祝
」（
神
前
に
帳
簿
を
供
え
て
家
内

繁
栄
を
祈
念
す
る
行
事
）
に
参
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
尾
道
へ
帰
着
後
の
十
四

日
に
は
、
左
義
長
（
と
ん
ど
）
神
事
を
行

い
ま
し
た
。
町
年
寄
は
毎
月
朔
日
と
十

五
日
に
は
尾
道
町
奉
行
所
へ
御
礼
出
勤

が
命
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年

は
倹
約
の
た
め
、
節
句
と
歳
末
以
外
は

出
勤
し
な
く
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
た

と
記
し
て
い
ま
す
。 

１ 

年
始
の
参
詣 

（「
当
用
録
」
弘
化
五
年
正
月
元
日
） 

 
 
 
 
 

吉
書
始 

正
月 

小 

元
日 

快
晴 
 
 

立
春 

恵
方
巳
午
之
間
、
薬
師
堂
稲
荷
社 

参
詣
、
艮
社
拝
礼
、
御
屋
敷
御
礼 

相
勤
、
夫
よ
り
久
保
通
り
年
始
勤
候
事 

旧
臘
書
附
差
出
置
候
社
人
遠
江 

鎮
守
荒
神
社
へ
御
奉
行
処
年
始 

御
返
礼
之
節
御
参
詣
之
儀
御
免
許 

相
成
候
、
其
趣
亀
山
よ
り
遠
江
へ
被
申
渡
候
事 

２ 

年
頭
藩
主
御
目
見
御
礼
廻
勤 

（「
当
用
録
」
弘
化
五
年
正
月
十
日
） 

十
日 

快
晴 

朝
六
ツ
過
登
城 

一
、
供
連
手
代
壱
人
袴
ニ
而

召
連
、
草
履
取 

宿
亭
主
、
付
添
筆
役 

一
、
足
袋
は
き
候
而

も
不
苦
候
事 

一
、
着
席
之
儀
、
小
広
間
之
内
者

僧
社
人
、 

同
御
縁
側
右
手
宮
島
役
人
一
統
、
左
手 

三
原
年
寄
目
代
三
次
年
寄
、
其
次
へ 

尾
道
席
ニ
相
成
候
事 

一
、
御
礼
席
大
広
間
御
縁
側
毛
氈 

鋪
有
之
上
へ
着
座
之
事 

四
ツ
過
御
礼
相
済
、
下
城
直
ニ
廻
勤 

年始の参詣          「当用録」弘化 5 年正月元日 

 「当用録」の冒頭に記された元日の記述。この年の恵方は「巳

午之間」（南南東）であり、薬師堂と稲荷社に参詣したとある。

薬師堂と稲荷社はいずれも、かつて薬師堂浜近くにあった成福

寺境内にあった。静娯はその後、艮社（艮神社）を参拝し、尾道

町奉行所へ年頭御礼のため出勤し、年始挨拶に回っている。 

年頭藩主御目見御礼廻勤 

   「当用録」弘化 5 年正月 10 日 

 弘化 5年（1848）正月、静娯は町内での年始挨拶が済んだあと、

尾道町年寄として藩主への年頭御目見に参上するため、4 日に広

島城下へ向けて尾道を出発している（5 日に広島着）。 

10 日の朝六つ過（6 時）、静娯は広島城へ登城した。手代 1 人

を召し連れ、宿の亭主（甲立屋権六）も付き添いで登城している。 

城内本丸御殿での着席場所について、「小広間」の縁側に、三原・

三次の町年寄たちに続いて「尾道席」があったと記している。ま

た、藩主への「御礼席」は、「大広間」の縁側に「毛氈敷」があり、

その上で着座したとある。 

御礼は四つ（10 時）過ぎに終わり、下城した静娯は、ただちに

重臣家中らへ御礼の廻勤を行っている。 

成福寺（薬師堂・稲荷社）跡  
（尾道市十四日元町） 

艮神社（尾道市長江一丁目）  

や
く
し
ど
う
は
ま 

じ
ょ
う
ふ
く
じ 

う
し
と
ら 

ち
ょ
う
い
わ
い 

さ
ぎ
ち
ょ
う 

こうたち 

もうせんじき 



  
 

三―

一 

諸
大
名
の
通
行
・
止
宿 

 

町
年
寄
と
し
て
町
行
政
の
中
枢
を
担
う
立
場
に
あ
っ
た
静
娯
に
と
っ
て
、

尾
道
町
を
通
行
す
る
諸
大
名
・
領
主
の
通
行
・
止
宿
に
関
す
る
情
報
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
し
た
。
静
娯
の
日
記
に
も
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
た
び
た
び
記
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
閏
四
月
、
江
戸
か
ら
発
駕
し
た
広
島
藩
主
浅
野
斉

粛
が
尾
道
に
止
宿
し
た
際
に
は
、
前
日
に
町
奉
行
が
本
陣
の
笠
岡
屋
を
下
見

し
、
当
日
は
藩
主
の
通
行
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
遠
見
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
静
娯
ら
町
年
寄
は
町
奉
行
所
へ
出
勤
し
、
藩
主
の
着
座
を
待
っ
た
と
記
し

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
斉
粛
着
座
の
三
日
前
に
は
、
肥
前
唐
津
藩
主
小
笠
原
佐
渡
守
の
尾
道

通
行
が
知
ら
さ
れ
、
静
娯
は
そ
の
対
応
の
た
め
出
勤
し
て
お
り
、
ま
た
斉
粛
が

尾
道
を
出
立
し
た
当
日
に
は
、
肥
後
国
人
吉
藩
主
相
良
志
摩
守
が
尾
道
に
止

宿
し
た
と
記
し
て
お
り
、
非
常
に
多
忙
で
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

三 
尾
道
町
と
橋
本
家
の
日
常 

 

尾
道
は
、
近
世
期
に
お
い
て
広
島
藩
領
内
で
最
も
盛
ん
に
諸
国
産
物
が
取

引
さ
れ
た
港
町
で
、
同
時
に
西
国
街
道
の
宿
駅
と
し
て
発
展
し
た
町
で
し
た
。 

 

港
町
尾
道
の
核
と
な
る
問
屋
・
仲
買
ら
の
商
業
活
動
は
、
問
屋
座
や
諸
品
御

役
所
と
い
っ
た
金
融
機
関
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
有
力
金
融
商
で
町

年
寄
で
も
あ
っ
た
橋
本
吉
兵
衛(

静
娯)

は
、
こ
れ
ら
金
融
機
関
の
頭
取
も
務

め
て
い
ま
し
た
。
日
記
に
は
、
こ
れ
ら
の
機
関
へ
静
娯
が
連
日
の
よ
う
に
出
勤

し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
西
国
街
道
の
宿
駅
と
し
て
発
展
し
た
尾
道
町
に
は
、
本
陣
を
務
め
た

笠
岡
屋
（
小
川
）
作
右
衛
門
家
の
ほ
か
、
数
多
く
の
旅
宿
が
存
在
し
、
全
国
各

地
か
ら
来
訪
者
が
通
行
・
止
宿
し
ま
し
た
。 

以
下
で
は
、
日
記
に
描
か
れ
て
い
る
尾
道
町
と
橋
本
家
の
日
常
を
覗
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（左）「尾道町惣図」に記された尾道町奉行所 
（198806－1342） 

（右）尾道町奉行所跡 

（尾道市土堂一丁目 尾道商業会議所記念館のとなり） 

尾
道
町
奉
行
着
任
時
の
対
応 

（「
当
用
録
」
嘉
永
元
年
四
月
一
日
） 

御
奉
行
様
昼
時
分
薬
師
堂 

浜
よ
り
御
上
り
被
成
、
薬
師
堂
小
路
へ 

御
抜
、
本
町
通
よ
り
御
屋
敷
へ
御
入
ニ 

相
成
候
事 

 

但
、
役
人
共
袴
羽
織
ニ
而

薬
師
堂 

浜
辺
迄
御
出
迎
、
八
軒
蔵
之
側
へ 

幷
ひ
候
事 

出
勤
方
年
寄
よ
り
庄
屋
格 

迄
出
候
事
、
町
廻
り
森
武
源
太
、 

奏
者
年
寄
よ
り
同
ク
格
ま
て 

御
奉
行
様
名
前
御
呼
被
成
候
事 

 
 

御
奉
行
様
町
留
御
通
り
被
成
候
、 

役
人
共
者

御
出
迎
仕
舞
直
ニ 

浜
側
よ
り
御
先
へ
抜
候
而

御
屋
敷
へ 

参
り
帖
元
処
ニ
而

待
合
せ
居
候
而 

御
着
之
上
帖
元
衆
迄
御
恐
悦 

申
上
引
取
候
事 

（左）本陣・小川（笠岡屋）作右衛門邸跡（小路の左側） 
（尾道市久保一丁目）2009.11.3 

（右）「尾道町惣図」に記された本陣   （198806－1342） 

尾道町奉行着任時の対応    「当用録」嘉永元年 4月 1 日 

 尾道町奉行所に勤める町奉行や帖元などの役人はたびたび交代し、町年寄たちはその都度、新任役人の応対にあたるため出頭した。 

嘉永元年（1848）4 月 1日の項には、尾道町奉行として新たに着任した佐々木久左衛門を出迎えた時の様子が記されている。 

尾道に着船した佐々木は薬師堂浜を上陸し、薬師堂小路を抜けて本町通を進み、町奉行所に入った。その際、町役人らは袴羽織にて

薬師堂浜辺りへ出向き、居並んで出迎えた。町奉行の佐々木は、出迎えた町役人らの名前を順に呼んだという。町役人らは、湊での出

迎えが終わると直ちに町奉行所へ先回りし、佐々木らを出迎えて再び挨拶の口上を申し述べたと記している。 

な
り 

た
か 

か
ら
つ 

ひ
と
よ
し 

さ
が
ら 

おのみちちょうそうず 

はかまはおり 



  
 

三―

二 

尾
道
町
人
の
経
済
活
動 

 
日
記
が
記
さ
れ
た
時
期
は
、
広
島
藩
の

藩
札
が
暴
落
し
、
新
紙
幣(

弘
化
改
印
札)

が
発
行
さ
れ
る
な
ど
、
金
融
業
界
が
混
乱

し
て
い
た
時
で
し
た
。
改
印
札
へ
の
信
用

も
低
か
っ
た
よ
う
で
、
日
記
に
は
、
尾
道

か
ら
広
島
城
下
へ
金
子
の
買
付
に
行
く

者
が
多
か
っ
た
こ
と
や
、
改
印
札
の
贋
札

製
造
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
当
時

の
世
相
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
見
ら

れ
ま
す
。 

ま
た
、
尾
道
は
他
国
か
ら
の
廻
米
の
流

通
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
松
江
藩
か
ら
の

雲
州
廻
米
や
鳥
取
藩
か
ら
の
因
州
廻
米

の
ほ
か
、
伊
予
・
讃
岐
・
筑
前
・
筑
後
な

ど
か
ら
の
廻
米
も
尾
道
で
荷
揚
げ
し
、
尾

道
商
人
が
活
発
に
売
買
し
て
い
ま
し
た
。

金
融
商
で
あ
っ
た
橋
本
家
も
、
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
に
雲
州
廻
米
の
御
用
を
引

き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
際
の
経
緯

が
「
手
控
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

問
屋
座
会
所
・
諸
品
御
役
所
へ
の
出
勤 

（「
当
用
録
」
弘
化
五
年
二
月
十
一
日
） 

諸
品
御
役
処
出
勤 

昼
後
亀
山
継
太
郎
同
道
ニ
而

、
長
崎 

隣
助
様
宿
福
岡
屋
善
太
郎
方
へ 

唐
物
見
物
ニ
参
り
候
事 

問
屋
座
へ
出
勤
い
た
し
候
処
、
年
賦
帖 

約
メ
ニ
而

儀
八
郎
、
五
郎
右
衛
門
、
勘
右
衛
門
、 

徳
三
郎
出
勤
致
居
候
事 

昼
後
用
助
上
方
よ
り
帰
り
候
事 

広
島
で
の
改
印
札
売
買
に
よ
る
金
子
流
出 

（「
当
用
録
」
嘉
永
元
年
二
月
晦
日
） 

晦
日 

晴 

昼
前
亀
山
被
参
候
処
、
折
節
隠
居
へ 

参
り
居
候
而

帰
ら
れ
候
由
申
参
候
ニ
付
、 

早
速
同
方
江

参
り
候
処
、
世
羅
氏 

急
ニ
昨
日
被
帰
候
而

、
同
役
江

談
之
趣 

御
改
印
札
広
島
ニ
お
い
而

金
子 

多
分
出
金
相
成
候
ニ
付
、
当
処
よ
り 

買
付
ニ
参
り
候
様
相
聞
へ
候
間
、
其
儀 

差
留
メ
候
様
談
有
之
候
事 

問屋座会所・諸品御役所への出勤 

「当用録」弘化 5 年 2月 11 日 

 「当用録」や「手控」には、静娯が連日のように問屋座会所（問

屋座御場所）や諸品御役所といった機関へ出勤していたことが

記されている。 

問屋座は、諸国廻船から積荷を荷受けする問屋に資金を貸し

付ける機関であり、諸品御役所は、より幅広い商業活動や人々を

対象に資金を貸し付ける機関でした。静娯は、この二つの金融機

関の頭取を務めており、両機関への出勤が彼の基本的な日常で

した。 

広島での改印札売買による金子流出 

「当用録」嘉永元年 2月晦日 

「当用録」・「手控」が書かれた頃、広島藩では新紙幣「弘化

改印札」が発行され、引替えが進められていた。しかし、藩札

自体への信用が低下していたため、改印札への引替えは、藩が

意図したようには進まなかった。 

「当用録」嘉永元年（1848）2 月晦日の項によると、静娯は、

運上奉行の世羅作兵衛が急きょ広島城下から尾道へ戻ったこと

を町年寄の亀山（元助）から知らされた。そこで聞いた話によ

ると、改印札が広島城下で金子（現金）に引替えられており、

尾道町の者たちが買付に来ていることが原因だという。 

発行されたばかりの改印札への信用が低かった当時の状況を

うかがわせる。 

問屋座会所の仕組み 

尾道には、諸国廻船との取引を

行う約 100 軒の問屋と約 200 軒の

仲買がいましたが、安永 9 年

（1780）、町内の有力豪商により問

屋座会所が設立されたことで、尾

道における商品取引の仕組みが整

備されました。 

荷主（船頭）が尾道で商品を売り

捌く際には、問屋が荷主と仲買の

間を仲介して売買契約を行い、問

屋からの届出により問屋座が契約

を確認すれば、即座に問屋座から

代金が支出され、荷主に渡されま

した。仲買は商品を売り上げた後

に問屋座へ納金すれば良く、荷主

の信用を高める仕組みとなってい

ました。 

尾道における問屋・仲買の取引 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

廻船 
（荷主＝船頭） 

問屋 仲買 

問屋座会所 
     （御場所） 

尾道 

1  2 

 

 3 
4  7 

5 6 

商品の流れ 

金銭の流れ 

(

届
出) 

尾道における問屋・仲買の取引 

こ
う
か
か
い
い
ん
さ
つ 

が
ん
さ
つ 

か
い
ま
い 

う
ん
し
ゅ
う 

い
ん
し
ゅ
う 

かいせん 

にぬし 



  
 

三―
三 

尾
道
町
の
祭
礼
行
事 

  

尾
道
で
は
、
現
在
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
多
く
は
近
世
の
祭
礼
行
事
に
起

源
を
有
す
る
と
言
え
ま
す
。 

 

静
娯
の
日
記
「
手
控
」
の
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
十
一
月
の
項
に
は
、「
平

山
祭
」
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

町
奉
行
平
山
角
左
衛
門
が
住
吉
浜
の

埋
立
を
行
っ
た
功
績
を
称
え
た
祭
り

で
、
現
在
の
「
尾
道
み
な
と
祭
」
と
同

趣
旨
の
祭
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

ま
た
、
奇
祭
と
し
て
知
ら
れ
る
「
尾

道
ベ
ッ
チ
ャ
ー
祭
」
は
、
宝
土
寺
境
内

に
あ
る
吉
備
津
彦
神
社
（
一
宮
神
社
）

の
祭
礼
で
、
疫
病
の
平
癒
祈
願
の
た
め

創
始
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

「
手
控
」
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
八
）

五
月
の
項
に
は
、
悪
病
退
散
の
た
め
一

宮
社
の
神
輿
御
幸
を
行
い
た
い
旨
、
宝

土
寺
か
ら
出
願
が
あ
っ
た
と
記
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
祇
園
祭
や
天
神

祭
の
記
述
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

平
山
祭
の
記
述 

（「〔
手
控
〕」
嘉
永
五
年
霜
月
五
日
） 

五
日 

此
度
御
趣
法
被
仰
出
候
ニ
付
、
浜
手
問
屋 

仲
買
共
平
山
祭
三
日
間
致
度
旨
願
出
、 

其
段
御
聞
届
相
成
、
今
夕
よ
り
浜
側
者

釣
灯 

数
多
と
も
し
参
詣
人
夥
敷
相
賑
ひ
候
事 

六
日 

平
山
祭
礼
ニ
付
、
西
浜
ニ
お
い
而

今
日 

角
力
興
行
、
明
日
東
浜
、
明
後
日
西
浜
同
断 

七
日 

祭
礼
ニ
付
、
新
地
よ
り
遊
女
共
宝
船
を 

こ
し
ら
へ
町
中
引
渡
候
事
、
手
踊
噺
御
屋
鋪 

幷
ニ
問
屋
座
、
住
吉
社
前
ニ
而

奉
納
之
事
、
住
吉
社 

前
へ
者

狩
炳
不
残
持
出
し
浜
側
へ
立
並
へ 

夜
中
之
火
ヲ
燈
し
、
参
詣
殊
之
外
相
賑
候
事 

平山祭の記述          「〔手控〕」嘉永 5 年霜月 5日 

 「尾道みなと祭」は、町奉行平山角左衛門が尾道住吉浜の港湾埋立・

築港を行った功績を称えて昭和 10 年（1935）から開催されているが、同

趣旨の祭は江戸時代にも行われていた。 

嘉永 5 年（1852）11 月 5 日の項には、「平山祭」の記述がある。これ

は、尾道の浜手問屋・仲買らが 3日間の祭礼開催を願い出て聞届けられ

たもので、浜側に釣灯を多数灯し、夥しい参詣者で賑わったと記してい

る。この祭礼では、角力興行が催され、西浜（荒神堂浜）と東浜（薬師

堂浜）で交互に開催した。また、7 日には新地より遊女らが宝船をこし

らえて町中を渡り、手踊・噺などを町奉行所や問屋座御場所、住吉神社

前で奉納したという。 

一
宮
社
神
輿
御
幸 

（
「
手
控
」
嘉
永
二
年
五
月
十
一
日
） 

□
□
日 

晴 

〇
昼
後
東
灰
屋
へ
［ 

 

］ 

〇
悪
病
退
散
之
為
一
宮
社
神
輿
市
中
御
幸
之
儀
、 

宝
土
寺
よ
り
願
出
候
ニ
付
、
両
町
へ
当
り
差
閊
無
之
哉
、 

土
堂
丁
［ 

 

］
ニ
付
差
閊
無
之
様
返
事 

い
た
し
候
事
、
〇
先
年
悪
病
流
行
之
節
ニ
も 

一
宮
社
御
幸
之
先
例
有
之
候
由 

一宮社神輿御幸           「手控」嘉永 2年 5月 11日 

 「尾道ベッチャー祭」は、宝土寺境内にある吉備津彦神社（一宮神社）

の祭礼で、疫病の平癒祈願のため文化年間（1804～1818）に創始され、

一時中断の後、疫病流行により再開したと伝わる。 

 「手控」嘉永 2 年（1849）5月 11 日の項には、悪病退散のため一宮社

の神輿御幸を行いたい旨、宝土寺から出願があったと記している。また、

先年悪病が流行した際にも一宮御幸を行った先例があるとも記してお

り、15日には、実際に一宮社の神輿御幸が行われている。 

（左）吉備津彦神社（一宮神社） （尾道市東土堂町） 

（右）吉備津彦神社大祭「尾道ベッチャー祭」 （S05-2002-4083-006） 

ほ
う
ど
じ 

き
び
つ
ひ
こ 

み
こ
し 

え
き
び
ょ
う 

へ
い
ゆ 

ちょうちん 



  
 

三―

四 

尾
道
町
に
お
け
る
文
化
的
交
流 

 

静
娯
の
日
記
に
は
、
尾
道
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
人
・
教
育
者
等
と
の
交
流
を
う
か
が
わ

せ
る
記
述
も
各
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

尾
道
町
人
た
ち
は
別
荘
や
庭
園
を
林
立
さ
せ
、
茶
の
湯
を
介
し
て
独
特
の
茶
園
文
化
を
発
展
さ

せ
ま
し
た
が
、
尾
道
に
お
け
る
茶
の
湯
の
主
流
と
な
っ
た
藪
内
流
の
宗
匠
が
内
海
自
得
斎
で
し
た
。

静
娯
の
父
竹
下
は
自
得
斎
の
門
人
で
あ
り
、
日
記
に
は
自
得
斎
の
名
が
た
び
た
び
登
場
し
ま
す
。 

ま
た
、
儒
者
で
頼
山
陽
の
高
弟
で
あ
っ
た
宮
原
節
庵
や
教
育
者
の
宇
都
宮
龍
山
、
筝
曲
家
の
葛
原

勾
当
、
因
島
出
身
の
棋
士
本
因
坊
秀
策
に
ゆ
か
り
の
あ
る
岸
本
左
一
郎
や
井
上
因
碩
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
人
・
教
育
者
が
同
時
代
人
と
し
て
日
記
に
登
場
し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
拳
骨
和
尚
」
の

異
名
を
も
つ
済
法
寺
物
外
の
動
向
も
登
場
し
、
日
記
の
記
述
か
ら
、
そ
の
人
物
像
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

住
吉
祭
礼
で
の
花
火
打
ち
上
げ 

（
「
手
控
」
嘉
永
二
年
六
月
二
十
九
日
） 

廿
九
日 

晴 

〇
夜
前
住
吉
社
祭
礼
ニ
付
、
花
火
奉
納
兼
而 

不
相
成
趣
差
留
メ
有
之
候
所
、
沖
合
両
所
ニ
而 

揚
候
ニ
付
、
御
屋
敷
よ
り
高
橋
申
参
り
、
同
人 

致
出
勤
候
所
、
御
奉
行
様
よ
り
花
火
之
一
条
御
尋
ニ 

付
、
同
人
よ
り
申
応
候
者

全
地
方
之
者
ニ
者

無
之
、 

松
永
藤
江
辺
よ
り
例
年
奉
納
致
来
候
者
共
ニ
而 

当
年
之
振
合
不
致
承
知
例
年
之
義
ニ
相
心
得 

奉
納
致
候
趣
ニ
候
、
最
夜
前
ニ
者

沖
合
へ
納
涼
ニ 

参
居
候
而

其
段
見
受
候
ニ
付
、
早
速
下
役
遣
し 

差
留
メ
候
趣
申
応
候
ニ
付
、
相
済
候
事
、
〇
小
内
者

全 

当
処
浜
手
之
者
共
ニ
有
之
候
事 

住吉祭礼での花火打ち上げ   「手控」嘉永 2年 6月 29日 

 嘉永 2 年（1849）6 月 28 日に「住吉祭礼」が催されたが、倹約

令により花火の打ち上げが禁止されていた。しかし、祭りへの機運

に水を差されたことへの反発からか、新地沖合にて花火が打ち上

げられた。 

早速、町年寄の高橋七郎右衛門が町奉行から呼び出しを受け、事

情説明を求められた。高橋は、松永藤江辺り（福山藩領）より、例

年花火を奉納している者たちが今年の触を知らずに打ち上げてし

まったのだと弁解している。しかし、実際には尾道の浜手の者たち

が上げたのだと、静娯は「手控」に記している。 

住吉神社（左）と境内の「平山市尹紀功之碑」（右）   （尾道市土堂二丁目） 

住吉神社は、町奉行平山角左衛門が寛保元年（1741）に住吉浜の埋立・築港を

行った際、浄土寺にあった住吉神社を航海安全・湊繁栄の守護神として浄土寺が

寄進した。 

紀功碑は、明治 29年（1896）に町奉行平山角左衛門の功績を紀念して住吉神社

境内に建立。題額（石碑の上部）は最後の広島藩主浅野長勲の筆によるもの。 

宇
都
宮
龍
山
、
竹
下
の
隠
居
所
へ
逗
留 

（「
当
用
録
」
嘉
永
元
年
三
月
八
日
） 

八
日 

雨 

釜
日
ニ
而

早
朝
よ
り
隠
居
処
へ 

参
り
居
候
而

夜
ニ
入
帰
り
候
事 

宇
都
宮
先
生
昨
日
三
原
よ
り 

被
参
、
夜
前
教
城
へ
逗
留
被
致
、 

昼
前
被
参
、
今
夕
者

隠
居
処
へ 

逗
留
被
致
候
事 

16 宇都宮龍山、竹下の隠居所へ逗留  「当用録」嘉永元年 3 月 8 日 

 静娯の父竹下は、文人としてさまざまな人物との交流があった。 

宇都宮龍山（1803‐1886）は、伊予国新谷の生まれで、大洲藩の侍講となったが、

天保 9 年（1838）に母亡きあと致仕して尾道に在住し、塾を開いた。その後、三原城

内の郷校明善堂の学頭となり、維新後には私塾朝陽館を開いている。糸崎港（松浜港）

の築港を建議したことでも知られる。 

静娯も龍山の影響を受けたとみられ、長男の吉兵衛（海鶴）は龍山に師事して漢籍

を学んでいる。 

や
ぶ
の
う
ち 

じ
と
く
さ
い 

せ
つ
あ
ん 

ほ
ん
い
ん
ぼ
う
し
ゅ
う
さ
く 

そ
う
き
ょ
く 

い
ん
せ
き 

げ
ん
こ
つ
お
し
ょ
う 

さ
い
ほ
う
じ
も
つ
が
い 

しいん きこう 

ながこと 

おおず じこう 

ち し 

とうりゅう 

かいかく 



  

令
和
六
年
度
「
収
蔵
文
書
の
紹
介
」
展 

 

日
記
に
み
る 

近
世
尾
道
町
の
す
が
た 

 
 
 

～
資
料
集
『
当
用
録
・
手
控
』
の
発
行
に
よ
せ
て
～ 

（
担
当 

西
向
宏
介
） 

期 

間 

令
和
七
年
一
月
二
十
一
日(

火)

～
三
月
八
日(

土) 
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所 

広
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県
立
文
書
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葛原勾当による琴の催し 

「当用録」嘉永元年 5月 6 日 

 葛原勾当（1812‐1882）は、備後国深安郡八尋村

出身の筝曲家。幼少期に失明したが、自身が考案し

た木活字を使って捺字した日記（『葛原勾当日記』）

を作ったことで知られる。 

 嘉永元年（1848）5 月 6 日の項には、勾当による

琴の催しが東灰屋の裏で行われ、竹下はじめ静娯ら

皆々が出席したことが記されている。尾道には勾当

の門人が多かったためたびたび訪れており、富吉屋

や灰屋に宿泊して門人の稽古をつけていた。 

小野寺謙次(鳳谷)･中沢行蔵(雪城)     「当用録」嘉永元年 4月 21日 

 「当用録」の嘉永元年（1848）4月 21日の項には、尾道を訪れていた仙台藩士で

藩校教授を勤めた小野寺謙次（鳳谷）が橋本家所蔵の書画を拝見したいと希望して

いる旨、尾道の儒者で文人の宮原節庵から書状が届いたことが記されている。小野

寺は海防や殖産に関心を持ち、日本各地を訪ねた人物で、後に藩命により蝦夷地に

渡り、松浦武四郎らの地図を参考に「蝦夷地海陸路全図」を作製している。 

 小野寺は、同じ旅宿に越後長岡藩の藩士で書家として知られる中沢行蔵（雪城）

と一緒に泊まっており、両人一緒に橋本家を訪れ、同家所蔵の書画数幅を展覧した。

この日は午後から竹下も本宅へ出向いて応対している。 

 小野寺・中沢の両人は、橋本家所蔵の作品について「縮図」を取りたいと申し出、

翌日も橋本家を訪れて「夜二更」（22～23 時頃）まで滞在している。 

岸本左一郎の碁会 

「手控」嘉永 2年正月 25日 

 尾道では囲碁も盛んであった。因島出身の囲碁名人で

「碁聖」と呼ばれた本因坊秀策は、「当用録」・「手控」

が書かれていた頃には本因坊跡目を継いで江戸で活躍

しており、これら日記には登場しない。しかし、秀策と

同じく本因坊家に入門した岸本左一郎が嘉永 2 年

（1849）正月 25 日に来尾し、碁会を行ったことが「手

控」に記されている。 

 岸本左一郎は石見国大森の生まれで、秀策より年長で

はあるが、本因坊家には秀策よりやや遅れて入門した。

江戸と石見を行き来し、安政 3 年（1856）に郷里で病没

している。 

くずはらこうとう ほうこく せつじょう 

にこう 

やひろ 

もくかつじ 

とみよしや 

ご
か
い 

ごせい 

（
碁
） 

そうきょく せつあん 


